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論文内容の要旨
本論文は，スイッチモード増幅器の出力スペクトル解析法ならびに各種の入出力変換特性をもっス
イッチモード増幅器に関する研究結果をまとめたもので 6 章より構成されている。
第 l 章では，スイッチモード増幅器に関する従来の研究経過を概説し，その動特性の解明の重要性
をのべるとともに，スイッチモード増幅器の演算制御系への応、用についても言及し，本論文の意義と
目的を明らかにしている。
第 2 章では，任意の入出力変換特性をもっスイッチモード増幅器の出力スペクトル分布を解析する
ための新しい解析法を提案し つぎに本解析法により線形スイッチモード増幅器の出力スペクトル分
布を解析している。解析の結果は実験結果ともよく一致し，本解析法の有効性が立証されるとともに，
線形スイッチモード増幅器の動特性が明確となり，その設計および応用の上に重要な資料を得ている。
第 3 章では，商用交流電源により動作する電力用スイッチモード自乗演算増幅器を提案し，その動
作原理および実用回路構成の一例を示している。さらに，本演算増幅器の演算特性について解析およ
び実験を行ない，解析の結果が実験結果とよく一致すること，またこれらの結果から本演算増幅器が
演算制御系などの用途に対して，十分な演算特性をもっていることを示し，さらに実用回路の設計基
準を明確にしている。
第4 章では，前章の自乗演算増幅器の基本動作を応用した電力用スイッチモード乗算増幅器の動作
原理および実用回路構成の一例を示し，その演算特性について解析および実験の結果をのべ，さらに
出力フィルタの次数と動的誤差との関連についても検討を行なっている。これらの結果から本演算増
幅器が実用上十分な演算精度をもっていることを示し，また実用回路の設計基準を明らかにしている。
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第 5 章では，商用交流電源の電圧を入力信号の極性および、瞬時値に応、じて直線的に制御する電力用
スイッチモード変調器を提案し，その動作原理および実用回路構成の一例を示している。さらに，本
変調器の変調特性について解析および実験を行ない，本変調器が交流サーボ系などに用いる電力用変
調器としてすぐれた特性をもっていることを示し，また実用回路の設計基準を明確にしている。
第 6 章では，本研究の結果を総括してのべている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，半導体スイッチ素子による電力変換回路を基本として，制御系に要望されている効率の
よい電力増幅器，演算増幅器あるいは変調器などを新しく開発し，それらの特性の解析理論および回
路の設計法についてのべたものである。
この研究の主な成果を要約すると
(1) 基本となる回路は 一定の商用周波数の電源電圧のもとで 特定なバイアス電圧と入力信号電圧
とを比較し，バイアス電圧の波形を変えることにより，各種の増幅あるいは変調などの動作が得ら
れるものであること。
(2) この増幅器，変調器は周期性のある電源電圧と特定バイアス電圧のもとで動作するので，その出
力電圧のスベクトル分布を多重フーリエ解析によって求め，回路の諸特性を理論的に明らかにした
こと。
(3) 線形増幅器では，動的誤差を伴なわない入力信号の周波数上限および出力フィルタの設計基準を
与え，スイッチモードで動作するにもかかわらず，入出力電圧の瞬時値が比例する電力増幅器の設
計を可能にしたこと。
(4) 自乗演算器，乗算器については，誤差の性質を理論的に検討して，実用上十分な精度をもっ演算
増幅器の設計法を確立したこと。変調器についても，同様にして，実用上十分な直線性と帯域幅を
もたせることに成功したこと。
などである。
以上のように，本論文はスイッチモードで動作する電力増幅器，演算増幅器あるいは変調器などの
開発と，その動作特性の解析理論わよび設計法を体系づけたもので，その成果は電気工学，制御工学
の分野に寄与するところが大きしミ。よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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